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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

完成工事高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 22,727 0.4 △70 ― 72 225.5 △15 ―

22年3月期第2四半期 22,639 △11.4 △83 ― 22 △93.5 △37 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △0.68 ―

22年3月期第2四半期 △1.68 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 43,740 24,356 52.2 1,012.55
22年3月期 45,008 24,812 51.8 1,033.89

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  22,837百万円 22年3月期  23,322百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 10.00 15.00

23年3月期 ― 5.00

23年3月期 
（予想）

― 10.00 15.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

完成工事高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,000 0.6 1,000 34.0 1,200 29.7 600 25.9 26.60



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期連結財務諸表の四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載している予想数値は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は予想と異なる場合があります。 
 なお、業績予想に関する事項につきましては、四半期決算短信【添付資料】２ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 23,138,400株 22年3月期  23,138,400株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  583,707株 22年3月期  580,294株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 22,556,167株 22年3月期2Q 22,563,803株
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 当第２四半期連結累計期間の経営成績は、当社の主要セグメントである情報通信工事業が減少しま

したが、ソリューション事業やその他事業の増加により、受注高256億９千４百万円（前年同期比

96.3％）、完成工事高227億２千７百万円（前年同期比100.4％）となりました。 

 ソリューション事業の増加は、主に各自治体が推進している地域情報化工事によるもので、その他

事業の増加は、電線類地中化工事や官公庁向けのリース契約が順調に推移したことによるものであり

ます。 

 また、損益につきましては、情報通信工事業における工事遅延や受注価格の低廉化等により、営業

損失７千万円（前年同期は８千３百万円の営業損失）、経常利益７千２百万円（前年同期は２千２百

万円の経常利益）、四半期純損失１千５百万円（前年同期は３千７百万円の四半期純損失）となりま

した。 

  

  

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、リース投資資産が６億５千７百万円増加、有価証券が25

億円増加、未成工事支出金が19億６千５百万円増加した一方で、受取手形・完成工事未収入金等が67

億１百万円減少、投資有価証券が４億２千６百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比

べ12億６千７百万円減少し、437億４千万円となりました。 

 負債は、短期借入金が６億１百万円増加、長期借入金が４億８千４百万円増加しましたが、工事未

払金等が15億７千７百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ８億１千１百万円減少

し、193億８千４百万円となりました。 

 純資産は、配当金２億２千５百万円の支払い及び四半期純損失１千５百万円の計上による利益剰余

金の減少、その他有価証券差額金が２億４千２百万円減少したことにより、前連結会計年度末に比べ

４億５千６百万円減少し、243億５千６百万円となりました。 

  

  

 今後の見通しにつきましては、情報通信工事業の伸びの鈍化や、ソリューション事業等における受

注競争激化及び受注価格の低廉化が懸念され、引き続き厳しい経営環境が続くと想定されますが、当

社グループとしては、引き続き積極的な提案営業の展開により受注の拡大を図るとともに、各種業務

改善施策の展開により、生産性の向上や原価低減に向けた取り組みを強化してまいります。 

 なお、通期の連結業績予想（平成22年５月12日発表）に変更はありません。 

  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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 該当事項はありません。 

  

 （簡便な会計処理） 

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した業績予

測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

 （特有の会計処理） 

 税金費用の計算 

 当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

 （会計処理基準に関する事項の変更） 

 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

平成20年３月31日）を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

  

 （表示方法の変更） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務

諸表等規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、

当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,724 3,388

受取手形・完成工事未収入金等 8,061 14,762

リース投資資産 4,346 3,688

有価証券 3,150 650

未成工事支出金 3,318 1,352

商品 370 369

材料貯蔵品 200 218

繰延税金資産 381 356

その他 703 479

貸倒引当金 △56 △113

流動資産合計 24,199 25,153

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 7,754 7,751

機械、運搬具及び工具器具備品 10,048 10,145

土地 7,845 7,845

建設仮勘定 247 58

減価償却累計額 △12,070 △11,920

有形固定資産合計 13,825 13,880

無形固定資産 247 238

投資その他の資産

投資有価証券 3,836 4,263

繰延税金資産 1,348 1,184

その他 635 634

貸倒引当金 △353 △346

投資その他の資産合計 5,467 5,735

固定資産合計 19,540 19,854

資産合計 43,740 45,008
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 4,815 6,393

短期借入金 3,072 2,470

未払法人税等 93 110

未成工事受入金 240 221

賞与引当金 616 681

役員賞与引当金 18 36

工事損失引当金 26 5

その他 337 638

流動負債合計 9,219 10,558

固定負債

長期借入金 4,404 3,920

繰延税金負債 599 599

退職給付引当金 4,127 4,029

役員退職慰労引当金 154 208

その他 878 879

固定負債合計 10,164 9,637

負債合計 19,384 20,195

純資産の部

株主資本

資本金 1,600 1,600

資本剰余金 1,959 1,959

利益剰余金 19,303 19,544

自己株式 △357 △356

株主資本合計 22,505 22,747

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 332 575

評価・換算差額等合計 332 575

少数株主持分 1,518 1,489

純資産合計 24,356 24,812

負債純資産合計 43,740 45,008
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(2) 四半期連結損益計算書

 【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年９月30日)

完成工事高 22,639 22,727

完成工事原価 21,415 21,528

完成工事総利益 1,224 1,199

販売費及び一般管理費 1,307 1,269

営業損失（△） △83 △70

営業外収益

受取配当金 44 52

受取地代家賃 31 34

その他 44 67

営業外収益合計 121 154

営業外費用

支払利息 11 3

投資事業組合運用損 － 3

その他 4 3

営業外費用合計 15 11

経常利益 22 72

特別利益

貸倒引当金戻入額 17 50

その他 0 0

特別利益合計 17 50

特別損失

固定資産除却損 10 3

投資有価証券評価損 10 52

その他 2 0

特別損失合計 22 56

税金等調整前四半期純利益 16 66

法人税等 28 43

少数株主損益調整前四半期純利益 － 22

少数株主利益 26 38

四半期純損失（△） △37 △15
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 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（追加情報） 

第１四半期連結会計期間から、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号

平成21年3月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第20号 平成20年3月21日）を適用しております。 

なお、前第２四半期連結累計期間の数値につきましては、当第２四半期連結累計期間の区分に組み替

えて表示しております。 

4. 補足情報

(1) 四半期連結受注高及び完成工事高の状況

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

（自 平成21年 4月 1日 （自 平成22年 4月 1日

  至 平成21年 9月30日）  至 平成22年 9月30日）

金額
(百万円)

構成比
(％)

金額 
(百万円)

構成比
(％)

前
期
繰
越
受
注
高

報
告
セ
グ
メ
ン
ト

情報通信工事業 5,213 60.6  7,714 67.6

ソリューション事業 916 10.7  1,800 15.8

計 6,129 71.3  9,515 83.4

その他 2,466 28.7  1,891 16.6

合計 8,595 100.0  11,406 100.0

報
告
セ
グ
メ
ン
ト

情報通信工事業 18,798 70.5  16,019 62.3

当
期
受
注
高

ソリューション事業 3,654 13.7  5,087 19.8

計 22,452 84.2  21,107 82.1

その他 4,224 15.8  4,587 17.9

合計 26,676 100.0  25,694 100.0

報
告
セ
グ
メ
ン
ト

情報通信工事業 17,366 76.7  16,046 70.6

完
成
工
事
高

ソリューション事業 2,354 10.4  2,775 12.2

計 19,721 87.1  18,821 82.8

その他 2,918 12.9  3,906 17.2

合計 22,639 100.0  22,727 100.0

報
告
セ
グ
メ
ン
ト

情報通信工事業 6,644 52.6  7,688 53.5

次
期
繰
越
受
注
高

ソリューション事業 2,215 17.5  4,112 28.6

計 8,860 70.1  11,801 82.1

その他 3,772 29.9  2,572 17.9

合計 12,632 100.0  14,373 100.0
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